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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・ともなって変わる数量関係を，表，グラフ，式に表現することができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・「一次関数」において，図や表，グラフ，式をもとに，「比例」と比較して事象を考察する学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・ｙがｘ２に比例する関係を考察する経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・ともなって変わる量として，比例，反比例，一次関数以外の関係について調べる学習をしている。





≪学習問題≫


台車が斜面を進み始めてからの時間をｘ秒，進んだ距離をｙｍとしたとき，ｘとｙの間にどのような関係があるだろう。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








②見通し:比例にはならないようだが，規則性がはっきりしない。


→表，グラフ，式にすれば，関数関係がわかる。








１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:表やグラフ，式に表して，ｘとｙの関係をはっきりさせよう。





③個人追究:比例と比較しながら追究し，関数関係を説明する。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「比例との共通点，相違点は何だろうか？」


→　　　　　　　共通点　　　　　　　　相違点


　表　　ｘにともないｙが増加　　横に見たときの増加量


　　　　　　　　　　　　　　　　縦に見ると一定でない


グラフ　ｘ＝0のときｙ＝0　　　　点が直線に並ばない


　式　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ＝ａｘ２





④共同追究後半（思考を深める）


「この関係も，関数といっていいだろうか。」


→「ｘが決まればｙが決まるから，関数だ。」


「これまで知っている関数とは違う新しい関数だ。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・ｙ＝ａｘ２ で表される関数がある。


・表やグラフ，式で調べると，関係がはっきりする。





⑥定着･活用問題


　(1) 台車は2秒後には，何ｍ進んでいるだろうか。


　(2) ボールが落下するときの様子を写した写真から，3秒間で何ｍ落下するだろうか。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・実感をもって運動の様子をとらえられるように，実際に台車が斜面を移動する様子を見せられるとよい。


・比例との比較ができにくい生徒には，ｙ＝3ｘなどを例にして，比例の表，式，グラフの特徴を復習するとよい。


・グラフの特徴については，次時以降で扱い，式の定義と表の特徴にとどめてもよい。





【板書計画】








